近代 盲 と 古典 型 回 路 を 組み 合わ せ た 


13W 無 帰還 アン プ の 製作 


2 月 号 に 発表 し た WE-42 AP 型 
パワ ー・ ア ンプ は 年 末 ・ 年 始 の 間 , 
自宅 を 仕事 場 に し た SP レコ ー ド の 
復刻 作業 の モニ ター・ ア ンプ と し て 
使用 し た 。 その 試聴 記 で , スチ ュー 
ダー A730CD プ レー ヤ の ヘッ ド 
フォ ン 出 力 を パワ ー・ ア ンプ の 16 Q 
入力 に 接続 し て みた と ころ 。 ザ ラッ 
ぽい 音 だ っ た と 書い た . その 後 オ ラ 
ンダ ・ フ ィ リ ッ プ ス 製 の CDR レコ 
ー ダ (CDR-870) の ヘッ ド フ ォ ン 出力 
に つない だ と ころ 。 ザラザラ 感 は ウ 
ソ の よう に な く な り , つや や か で 輝 
か し い フ ィ リ プス ・ サ ウン ド が 現れ 
た . ふだん は 録音 の モニ ター と し て 
D/A コン バー タ 代 わり に し て いる 
CDR-870 な の で , 仕事 中 は ずっ と 
この ブー スタ ・ ア ンプ を 使っ て いた . 
も ちろ ん CD も CDR-870 プ レー 
ヤ で 聴い て いた . 
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ライ ン ・ ア ンプ 構想 を 撤回 し て 
古典 型 ア ンプ に 組み 直し た 


先月 号 の 未 尾 に , 今月 は 組合 わせ 
る ライ ン ・ ア ンプ を 発表 する と 書い 
て みた も の の , 1.5 W 程度 の パソ 
ー・ ア ンプ に な っ て し まい 。 考え れ 
ば 考え る ほど , 製作 意欲 は 減退 し て 
し まっ た その 理由 は , 42 AP 型 ア 
ンプ に 使用 し た , PF-285 Q 入力 トラ 
ンス は た い へ ん 優れ た 音質 と 特性 を 
備え て いる た め ,。 パ ワー・ ア ンプ の 
入力 トラ ンス に 使用 し な い 手 は な い 
と 考え た か ら が だ 

F-285 Q は 1 次 が 600 Q。 2 次 が 
5 k で 昇圧 紅 が 1 : 2.88 な の で 。 出 
力 管 の 前 に 電圧 増幅 段 を 1 段 置 く こ 
と で 入力 トラ ンス つき の パワ ー・ ア 
ンプ が 出来 上 が っ て し まう 。 電圧 増 
幅 管 を 20 倍 程度 の ゲイ ン が 得 ら れ 
る 中 / 管 に し た 上 下 対象 の ダブ ル ・ 
プッ シュ プル 型 の 古典 回 路 を 思い つ 
いた 。 思い つく と いう より も , この 


手 の 回 路 が , 今 ま で 私 が 製作 し て き 
た 直 熱 管 ア ンプ の パタ ー ン に な っ て 
いて 。 い つも の 回 路 に な っ た と いう 
こと だ . 興味 は 直 熱 管 の 代わ り に な 
る 高音 質 の 中 / 管 を 選ぶ こと に あ 
っ た . 205 D が EL 34 に 置き 代わ っ 
た の だ か ら , 電圧 増幅 管 も ヨー ロッ 
パ 管 の 中 か ら と 思っ て 探し て いた 
ら 。 オ ラン ダ ・ フ ィ リ ッ プ の SQ 管 
E 80 CC が 真空 管 箱 の 中 か ら 出 て 
きだ た 。 

SQ 管 と は スペ シャ ル ・ ク ォ リ テ 
ィ の 頭 文 字 で 。E 80 CC は ロー ノイ 
ズ 管 と し て 真空 管 時 代 の スチ ュー ダ 
ー の テー プレ コー ダ や EMT の エ 
コー マシ ン に 多数 使用 きれ た いた . 
現在 で も 広告 で 見 か ける . E 80 CC 
の 内 部 を 見 る と ECC 82/12 AU 7 
の 2 倍 は あろ う 大 型 の プレ ー ト に 気 
が つ く 《. 外形 も ECC 82/12 AU 7 
の 2 倍 の サイ ズ で EL 84 並 の 大 き 
さ で ある .。 フィリップ ス の E 80 CC 
は ピン が 金メッキ され て いた . E 80 
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@ EL-34(T)PP アン プ の シャ ー シ ・ レ イア ウト 
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1 回 路 3 接点 6P 
スナ ッ プ スイ ッ チ 接 緒 応 


CC の 動作 例 は 次 の 通り で ある 。. 


ヒー タ 電 圧 : 6.3/12.6 V 
ヒー タ 電 流 : 0.6 A/0.3 A 
プレ ー ト 供給 電圧 : 400 V 
プレ ー ト 人 負荷 抵抗 47 kQ 
次 段 グ リッ ド 抵 抗 : 150 kQ 
カソード 抵抗 : 1.2 kQ 
プレ ー ト 電流 : 4.4 mA 
増幅 度 : 18.5 

最大 出力 電圧 : 60 V 
ひずみ 率 : 4.2% 

(ピン 接続 は ECC 82/12 AU 7 と 同じ ) 


シャ ー シ に は E 80 CC を 立て 
る スペ ー ス が 見 つか っ た 


第 1 図 は 本 機 の 全 回 路 図 で ある . 
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LIL に 開放 
| | | || | 測定 周波 数 :1kHz(80) 


gu 


出力 : 16.5 W 
ひずみ 率 : 3% 


2) 雑音 ひずみ 率 特性 (第 4 図 ) 


ダブ ルプ ッシュ ブル 型 ア ンプ は 偶 
数 次 高調 波 ひ ずみ を 打ち 消し て し ま 
うこ と が 第 4 図 を みる と よく わか 
る . また 電源 の リプ ル 分 も 出力 に 現 
れ な い の で , 残留 ノイ ズ が 無 帰 本 ア 
ンプ な が ら 0.056 mV と いう 低 雑 
音 に な っ て いる 。 パ ワー・ ト ラン ス 
は 静 電 と 磁気 シー ルド で 対策 が し て 
あり 磁束 漏れ も 極め て 少な いこ と が 
この よう な 低 雑 音 ア ンプ に な っ た と 
思う . B 電源 の 平滑 回 路 に 使用 し た 
チョ ー ク ・ コ イル も や 厳重 な 漏洩 磁束 
対策 が な され て いる . 

THD が 5% が 最大 出力 と する と 
13 W で ある . 1W 時 の THD が 
0.1% で これ も 無 帰 量 アン プ の 常識 
を や ぶっ た 低 ひ ずみ で ある . これ は 
繰り 返す が 入力 トラ ンス と 出力 トラ 
ンス の 優秀 な こと を 物語 っ て いる 。. 


(3) 周波 数 特性 (第 5 図 ) 


低 域 20 Hz が 一 2.5 dB, 高 域 70 
kHz が 一 3dB で 入力 トラ ンス 付 
の 古典 型 ア ンプ の 常識 を 到 す 広帯域 
アン プ に 仕上 が っ た 。 
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第 3 図 > 
入出 力 特 侍 


第 4 図 > 
雑音 ひずみ 率 
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本 機 は どう 鳴っ た か 


第 2 次 世界 大 戦後 に - 生 まれ た 
EL 34 は 音質 検討 が 十分 な され て 
出来 た 出力 管 で ある こと は 周知 の こ 
と で ある . 高音 質 で 高 感度 の EL 34 
は ハイ パワ ー を 必要 と し お て いた 業 
務 用 に すぐ に 採用 され た . ヨー ロッ 
パ 生 まれ の EL 34 は アメ リカ の 真 
空 管 コー ド 6 CA 7 が つけ られ た . 
EL 34/6 CA 7 が 日 本 に 登場 し た の 
は 確か 1956 年 。 松下 電 器 の ナシ ョ 
ナル ・ ゴ ー ル デン ・ シ リー ズ の 出力 
管 の 1 つと し て 紹介 され た . 


初期 の 6CA7 と 整流 管 の 5 
AR 4 は クロ ー ム メッ キ の メタ ル ・ 
ベー ス 管 だ っ た 。「 ナ ショ ナル ・ カ ラ 
ー ブ リ テン No.13] に アン プ の 回 路 
例 が 載っ て いて 。6CA 7 B 級 プッ 
シュ プル 100 W アン プ の 回 路 が 当 
時 高校 1 年 生 だ っ た 私 に は 100 W 
と いう 出力 が 実感 で きる 値 で は な か 
っ た . 100 W 用 の 出力 トラ ンス な ど 
市 販 さ れ て いな か っ た し , 鳴ら す ス 
ピー カ も 考え が お よ ば な か っ た . 昨 
年 の 暮れ に 製作 し た EL 34/6 CA 7 
B 級 プッ シュ プル 70 W アン プ は 
カラ ー ブ リ テン を 見 て か ら 46 年 目 
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の 製作 に な っ た . 

ウエ スタ ン の 753 C モ ニタ ・ ス ピ 
ー カ つない だ 本 機 は 。 205 D を 思わ 
せる 足取り の 速い , 軽快 な 音 だ っ た . 
基本 的 な 音 の 出 か た は 42 AP 型 の 
時 と 同じ だ が , 録音 会 場 の 空気 感 の 
様子 が よう な より リア ル に 出 て きた 
よう に 思う 。 

武満 徹 (1930-1996 年 ) が 雅楽 の た 
め に 作曲 し た 「 秋 庭 歌 一 具 」 (SONY 
SICC-85) は 雅楽 の 「 谷 楽 舎 」 (音楽 監 
督 : 芝 祐 靖 ) は 2002 年 4 月 30 日 と 
5 月 1 日 に 録音 され た . 録音 スタ ッ 
フ は 元 日 本 フォ ノ グ ラ ム 綿 の 西脇 義 
訓 (プロ デュ ー サ ) と 福井 未 憲 (バラ 
ンス エン ジニ ア ) の 両氏 で , 2 人 は 現 
在 “N&EF” レーベル を 主宰 し て い 
る 。 2 人 は オラ ンダ ・ フ ィ リ ッ プ ス 
の クラ シッ ク の 仕事 で 磨い た 耳 と 腕 
の 持ち 主 で , 音楽 の 本 質 を 理解 し て 
いる の が この CD か ら よ く 聴 き 取 
れる . 日 本 録音 の 多く は 物理 特性 だ 
け を 追っ か けた 音楽 不在 の も の が 多 
く 。 音 は 出 て いて も 演奏 家 の 姿 は 見 
え ず 。 単音 の 寄せ 集め で ハー モニ ー 
な ど に は 無 怠 着 な の で ある . 

この 新 録音 の 「 秋 庭 歌 一 具 ] で 耳 
を 奪わ れ た の は ハー モニ ー の 美しき 
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@ EL-34 の カソード 回 り の CR は 基板 に まとめ て いる 


で ある 。. 笛 ( し ょ う )。 第 策 ( ひ ちり き ),。 
龍 軸 (りゅう て き )。 針 鼓 (し ょ うこ )。 
千 ( そ う ) な どの 楽器 が 紡ぎ だ す ハ ー 
モニ ー の 美 し さ が 描き 出さ きれ て いる 
の は , デジ タル 録音 の 初期 に あっ た 
無機 的 な 同 曲 の 録音 と の 格段 の 差 が 
ある 。. 

EL 34(T) と E80CC の 組み 合 
わせ は むやみ に 切れ 込ん で いく 感じ 
で は な く , 音 の 輪郭 に 純 球 を わずか 
に 残し て いる 。 これ が 使用 し た 本.〕 
社 の EL 34 の 音 か も し れ な い . また 
考え られ る の ウエ スタ ン の 753C 
モニ タ ・ ス ピー カ の 音 と も と れる 。 

今月 は 。 も う 1 枚 感動 的 な CD を 
聴い た 。 ピエ ー ル ・ ブ ー レ ー ズ 指揮 


<〈 ツ ニー SICC-85> 


ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 
団 の マー ラー : 交響 曲 第 3 番 ニ 短調 
(ユニ バー サル DG UCCG-1136/7) で 
ある . 私 は マー ラー の 交 響 曲 に は 共 
感 を も た な い の だ が , 1 時 間 35 分 
の この 演奏 は 一 気 に 聴 き 通 し た . ス 
コア の 細部 を 見 通す か の よう な 演奏 
で ある に も か か わら ず , 鳴ら す 音 の 
1 つ 1 つ に 感情 が こも っ て いて ,。 意 
味 を 持っ て いる よう に 聞こ える . 指 
揮 は ドラ イ さ と は 反対 の 極致 に あ 
り 。 20 年 前 の ブー レー ズ と は 別人 
だ . 第 4 楽章 と 第 5 楽章 に 登場 する 
アン ネ ・ ゾ フィ ー・ フ ォ ン ・ オ ッ タ 
ー の メゾ ソプラ ノ の ソロ も すばらし 
い 。 また 所 々 に 現れ る コン サー ト ・ 
マス ター。 ウェ ルナ ー・ ヒ ンク の ソ 
ロ ヴ ァ イ オ リン も 美しい 。 ヒス テリ 
ッ ク な マー ラー に だ 褒 易 し て いた の 
で , 心 が 洗わ れ た 思い が し た .。 ウィ 
ー ン ・ フ ィ ル の 響き も 1930 年 代 の 
SP 期 の 録音 に 匹 英 す る よう に 感じ 
だ 。 

いつ も 言っ て いる よう に , ア ンプ 
は 音楽 を 聴く た め の 道 具 で ある . 良 
いも 悪い も ソフ ト の 充実 度 と 聴き 手 
の 感性 に か か っ て いる こと を 忘れ て 
は いけ な い 。 演奏 家 が 精魂 込め た 演 
奏 が どれ だ け 聴 き 手 に 伝わっ て くる 
か が オー ディ オ 機 器 の 評価 の 尺度 だ 
と 思う 。 


@ マー ラー : 交響 曲 第 3 番 ニ 短調 
く 〈 く ユニバ パー サル UCCG 1136> 
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